














































テーション】4 項目，【作業療法士の求められる適性】14項目，【情報収集】4 項目，【評価の解釈】2 項目，【リス














































































































































































































































































































































































分類 項目 経験率(％) 未経験率(％)
オリエンテーショ 1 部門の概要や位置づけについて説明を受ける 82.22 17.78
2 部門に関する診療報酬（介護報酬）について説明を受ける 68.89 31.11
3 部門のリスク管理の方法について説明を受ける 80.00 20.00
4 部門で取り組んでいるチームアプローチについて説明を受ける 77.78 22.22















5 作業療法に関する内容を対象者に説明する 64.44 22.22 6.67 6.67 31.11
6 作業療法士の役割についてスタッフまたは対象者に説明する 73.33 15.56 4.44 2.22 24.44
7 組織の概要をスタッフまたは対象者に述べる 48.89 2.22 0.00 0.00 48.89
態度・習慣
8 対象者や家族と良好な関係をつくる 86.67 80.00 71.11 42.22 2.22
9 スタッフと良好な関係をつくる 86.67 80.00 66.67 42.22 2.22
10 対象者や家族の話を傾聴する 86.67 88.89 71.11 42.22 2.22
11 疑問点を自ら見つけ，解決しようと努力する 71.11 84.44 66.67 37.78 6.67
12 自己学習を行うべき内容を考えて，行って知識を補う 71.11 77.78 64.44 42.22 6.67
13 作業療法室の業務に関する行動を行う（掃除・準備・患者対応等） 68.89 80.00 62.22 37.78 17.78
14 CEに積極的に報告・連絡・相談を行う 66.67 73.33 60.00 40.00 11.11
技
能
15 管理運営の流れに従って行動する 84.44 73.33 57.78 31.11 4.44
16 必要な事項を報告・連絡・相談する 73.33 68.89 57.78 35.56 13.33
17 必要な事項を記録する 75.56 62.22 44.44 24.44 15.56
18 申し送りに参加する 57.78 40.00 33.33 17.78 31.11





20 カルテから現病歴，既往歴等必要な情報を得る 71.11 68.89 44.44 22.22 22.22
21 他職種からの情報聴取ができる（医師） 37.78 2.22 8.89 4.44 60.00
22 他職種からの情報聴取ができる（看護師） 15.56 0.00 0.00 0.00 84.44
23 他職種からの情報聴取ができる（理学療法士） 48.89 13.33 11.11 6.67 53.33
24 他職種からの情報聴取ができる（言語聴覚士） 35.56 15.56 13.33 6.67 60.00
25 他職種からの情報聴取ができる（医療ソーシャルワーカー） 17.78 8.89 2.22 0.00 80.00




27 ICF等を用いて障害像の統合と解釈を行う 17.78 15.56 4.44 4.44 73.33
28 模擬カルテを記載する 15.56 15.56 6.67 4.44 80.00
29 長期目標を立てる 48.89 15.56 15.56 13.33 48.89
30 短期目標を立てる 48.89 17.78 15.56 13.33 51.11




32 疾患によるリスクを理解し対象者に説明する 62.22 31.11 8.89 4.44 37.78
33 症状にあわせた検査項目を列挙する 33.33 8.89 4.44 6.67 66.67
34 作業療法中止基準について対象者に説明する 40.00 6.67 0.00 0.00 60.00
技
能
35 血圧，脈拍，呼吸数を測定する 93.33 86.67 68.89 24.44 6.67
36 酸素飽和度を測定する 82.22 51.11 35.56 22.22 17.78
37 顔色・冷や汗・自覚症状他に注意する 86.67 64.44 48.89 15.56 13.33
38 転倒・転落がないように行動する 86.67 75.56 55.56 22.22 13.33




40 家族構成，介護力を評価する 75.56 40.00 15.56 11.11 24.44
41 その他の家庭環境を評価する 66.67 35.56 15.56 2.22 33.33
42 家屋環境の評価を行う 73.33 35.56 17.78 6.67 33.33
43 家庭の経済状況について情報を得る 53.33 20.00 6.67 2.22 46.67
44 居住地域や地域のケアシステムの評価を行う 44.44 15.56 11.11 2.22 55.56






46 ニーズを把握する（COPM，OSA等） 66.67 31.11 11.11 6.67 33.33
47 性格傾向を把握する 84.44 44.44 15.56 8.89 15.56
48 趣味・興味・関心を把握する（興味関心チェックリスト等） 64.44 28.89 11.11 6.67 35.56
49 役割を把握する（役割チェックリスト等） 57.78 24.44 11.11 2.22 42.22
50 生活歴・作業歴を把握する 66.67 37.78 20.00 8.89 33.33
活動と参加
ＡＤＬ
51 日常生活活動（ADL）とは何かを説明する 24.44 8.89 0.00 4.44 73.33
52 対象者の 1 日の生活の流れを把握する 57.78 31.11 6.67 4.44 40.00
53 ADLの評価を行う（BI，FIM他） 31.11 13.33 4.44 2.22 46.67
54 起居動作を評価し行う（寝返り，起き上がり，立ち上がり） 73.33 42.22 22.22 4.44 26.67
55 移乗動作を評価し行う（トランスファー） 82.22 35.56 20.00 4.44 17.78
56 移動動作を評価し行う （杖，車いす操作，歩行，階段昇降） 84.44 37.78 22.22 6.67 15.56
57 排泄動作を評価し行う（トイレ移乗，下衣上げ下げ，後始末） 48.89 26.67 8.89 4.44 51.11
58 食事動作を評価し行う（用具・食器操作，食べ物を口へ運ぶ） 37.78 17.78 11.11 0.00 62.22
59 更衣動作を評価し行う （前開き，かぶり，ズボン，靴下，靴） 44.44 31.11 6.67 0.00 55.56
60 整容動作を評価し行う（洗顔，ブラシ，歯磨き，髭剃り） 33.33 17.78 0.00 0.00 66.67
61 入浴動作を評価し行う（浴室・浴槽の出入り，洗体，洗髪） 35.56 20.00 2.22 0.00 64.44
62 福祉用具を適切に選択し指導する（自助具，補装具等他） 57.78 17.78 0.00 0.00 42.22
63 ADLについて家族指導を行う 31.11 0.00 0.00 0.00 68.89
ＩＡＤＬ
64 生活関連動作（IADL）とは何かを説明する 15.56 4.44 0.00 2.22 84.44
65 調理活動を評価し練習を行う（調理器具操作，食器準備片付け） 37.78 17.78 0.00 2.22 62.22
66 調理活動を評価し練習を行う（火の使用） 24.44 15.56 0.00 2.22 75.56
67 調理活動を評価し練習を行う（食器洗い） 26.67 17.78 0.00 2.22 73.33
68 洗濯活動を評価し練習を行う　 15.56 0.00 2.22 2.22 84.44
69 掃除活動を評価し練習を行う 20.00 6.67 4.44 2.22 80.00
70 金銭管理能力評価し練習を行う 15.56 4.44 0.00 0.00 84.44
71 屋外の活動を評価し練習を行う 57.78 26.67 8.89 2.22 42.22
72 公共交通の利用を評価し練習を行う 8.89 6.67 2.22 0.00 91.11




74 活動制限・参加制約に対してアプローチする 51.11 28.89 11.11 0.00 48.89
75 活動と参加に重点を置いた長期的な生活プランを提案する 40.00 15.56 4.44 0.00 60.00
76 参加と活動について問題抽出をする 46.67 26.67 6.67 0.00 53.33
77 社会保障（医療保険，介護保険等）について説明する 53.33 2.22 0.00 2.22 46.67
78 利き手交換訓練を行う 8.89 0.00 0.00 0.00 91.11
79 スプリントの種類を選択し作成する 2.22 0.00 0.00 0.00 97.78
80 興味・関心と心身機能に合わせた作業を選択し行う 37.78 13.33 2.22 0.00 62.22
81 コミュニケーション能力の評価・治療を行う 60.00 26.67 4.44 2.22 40.00
82 職業前評価を行い支援する　　 20.00 0.00 0.00 0.00 80.00
83 QOLの評価する　 46.67 8.89 4.44 4.44 53.33
84 介護保険サービスの利用プランを提案する 42.22 0.00 0.00 0.00 57.78
心身機能
基本的な介入技術
85 意識レベルを評価する（JCS・GCS） 42.22 31.11 17.78 4.44 57.78
86 関節可動域の評価・治療を行う（肩関節） 86.67 48.89 37.78 24.44 13.33
87 関節可動域の評価・治療を行う（肘関節・前腕） 84.44 48.89 35.56 20.00 15.56
88 関節可動域の評価・治療を行う（手関節） 82.22 48.89 31.11 15.56 17.78
心身機能・身体構造
89 関節可動域の評価・治療を行う（股関節） 86.67 64.44 46.67 26.67 13.33
90 関節可動域の評価・治療を行う（膝関節） 84.44 53.33 40.00 24.44 15.56
91 関節可動域の評価・治療を行う（足関節） 82.22 48.89 40.00 26.67 17.78
92 筋力の評価・治療を行う（上肢・MMT） 60.00 28.89 24.44 17.78 40.00
93 筋力の評価・治療を行う（下肢・MMT） 64.44 28.89 22.22 13.33 35.56
94 筋力の評価・治療を行う（握力・ピンチ力） 57.78 33.33 20.00 11.11 42.22
95 形態測定を行う（上肢長・下肢長・周径他） 4.44 0.00 0.00 0.00 95.56
96 知覚の評価・治療を行う（触覚，圧覚，痛覚，運動覚，位置覚） 28.89 11.11 4.44 4.44 71.11
97 反射検査を行う（深部腱反射・病的反射） 13.33 4.44 0.00 0.00 86.67




99 協調性（運動失調）の評価・治療を行う 35.56 6.67 4.44 4.44 64.44
100 バランスの評価・治療を行う（座位） 71.11 33.33 15.56 8.89 28.89
101 バランスの評価・治療を行う（立位） 66.67 31.11 8.89 8.89 33.33
102 上肢機能の評価を行う（STEFほか） 37.78 13.33 6.67 6.67 62.22
103 手指機能の評価を行う 46.67 17.78 6.67 6.67 53.33
104 浮腫・熱感・疼痛の評価・治療を行う 60.00 28.89 11.11 8.89 40.00
105 画像診断を見て情報を得る（レントゲン，CT，MRI） 6.67 4.44 0.00 0.00 93.33
106 心理面の評価を行う（感情・意欲を含む） 46.67 22.22 8.89 4.44 53.33
107 知的能力の評価（観察）を行う 26.67 6.67 4.44 4.44 73.33








109 運動麻痺の評価・治療を行う　 48.89 15.56 2.22 2.22 51.11
110 運動麻痺の機能予後を予測する 26.67 2.22 2.22 0.00 73.33
111 脊髄損傷の重症度を評価し治療する（ASIA） 4.44 0.00 0.00 0.00 95.56
112 高次脳機能の評価・治療を行う（半側空間無視） 40.00 13.33 0.00 0.00 60.00
113 高次脳機能の評価・治療を行う（失行・失認） 17.78 0.00 0.00 0.00 82.22
114 高次脳機能の評価・治療を行う（遂行機能障害） 22.22 2.22 0.00 0.00 77.78
115 高次脳機能の評価・治療を行う（意欲） 28.89 4.44 0.00 0.00 71.11
116 高次脳機能の評価・治療を行う（注意） 57.78 26.67 4.44 2.22 42.22





118 関節リウマチの重症度を評価し治療する（スタインブロッカー他） 22.22 4.44 0.00 2.22 77.78
119 骨折の治癒過程に沿った治療を行う 20.00 6.67 2.22 0.00 80.00





121 心疾患の重症度を評価し治療する（NYHA他） 11.11 2.22 0.00 0.00 88.89
122 腎疾患の重症度を評価し治療する 2.22 0.00 0.00 0.00 97.78
123 呼吸器疾患の重症度を評価し治療する（ヒュー・ジョーンズ分類他） 13.33 2.22 0.00 0.00 86.67




125 パーキンソン病の重症度を評価し治療する（ヤールの分類） 55.56 17.78 2.22 2.22 44.44
126 認知症の重症度を評価し治療する（HDS-R，MMSE他） 46.67 22.22 8.89 2.22 53.33


































































































































上 の 学 生 が 未 経 験 だ っ た 項 目 は43項 目 あ っ た．
チェック項目順に列挙すると，【情報収集（技能）】が
3 項目，【評価の解釈（技能）】が 3 項目，【活動と参加














































































































































































































































































































































2）WFOT（Wor l d F e d e r a t i o n o f O c c u p a t i o n a l 
therapists）：Definitions of occupational therapy











































15）WFOT：Minimum Standards for the Education of 
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【Abstract】
Objective: The aim of this study is to clarify the current situation of clinical community internship experience 
using a checklist, to grasp the situation of the experience, and to examine the checklist of clinical community 
internship.
Method: We used 127 checklist items used by 67 4 th graders who received clinical community internships in 2019 
to investigate whether they have any experience in each of the four steps of study by observation, early 
imitation, late imitation, and implementation. The experience and inexperience rates were calculated from the 
number of inexperienced people.
Results: There were 25 items that more than 80% of students can experience and 36 items that more than 50% of 
students can experience. In addition, 23 items were inexperienced by more than 80% of students, and 43 items 
were inexperienced by more than 50% of students.
Conclusions: More than half of the items have less than 50% student experience and may have multiple checklist 
items that are not suitable for clinical community internships. Therefore, focusing on items with a high 
experience rate in clinical community internship for this study, we obtained 4  items for orientation, 14 items 
for aptitude required for occupational therapists, 4  items for information collection, 2  items for interpretation 
of evaluation, 8  items for risk management, 6  items for environmental factors, 5  items for individual factors, 
6  items for, activities and participation, 3  items for, physical function / body structure. A clinical community 
internship checklist consisting of 52 items has been created.
Keywords :  clinical community internship, checklist, occupational therapist students
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